
警報表示機 WAL‐651 
取 扱 説 明 書



１．安全にお使いいただくために

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために

守っていただきたい事項を記載しています。

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。

取り扱いを誤ったために生じた本製品の故障／トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらか

じめご了承ください。

■使用している表示の意味

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う 
可能性が想定される内容を示しています。

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生

が考えられる内容を示しています。

■万一、異常な臭いがしたり、過熱や煙が出ると

電源コードを抜いて弊社まで連絡下さい。

■本装置を分解しないで下さい。

内部に電圧の高い部分があり感電の危険があり

ない場合がありますのでご注意願います。

■電源コードを傷つけたり、加工しないで下さい

電源コードが傷ついていたり、破損している場

抜いて購入先または弊社までご相談下さい。

■濡れた手で電源コードの抜き差しはしないで下

感電の危険があります。

■使用電圧、使用温度、湿度等は巻末の仕様一覧

定格外でご使用になられますと火災、故障の原

■腐食性ガス雰囲気のなかでのご使用、保管はし

火災や故障の原因となります。

■不安定な場所には置かないで下さい。

ぐらついた台の上や傾いた所などに置くと、落

■モジュラージャック、端子等に異物を挿入しな

感電や故障の原因となります。

警告

注意

警
告
いった場合は、ただちに使用をやめ、電源を切り、 

ます。 また、分解、改造された場合には修理に応じられ

。

合には、ただちに使用を止め、電源を切り、電源コードを

さい。

に記載されている定格範囲内でご使用下さい。

因となります。

ないで下さい。

注意
1

ちたり倒れたりして、けがの原因となります。

いで下さい。
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２・各部の名称と働き 

⑥ 警報回転灯（橙） 
警報信号入力またはテストスイッチＯＮにお

いて点灯します。

警報ＬＥＤ④と連動しています。

① 電源スイッチ（スライドスイッチ）

警報表示機の電源ＯＮ/ＯＦＦを行います。

上がＯＮ、下がＯＦＦとなります。

電源ＯＮ状態で②のＬＥＤ点灯となります。

⑦ 電源ケーブル

ＡＣ１００V 接続ケーブルです。② 電源表示ＬＥＤ（緑） 
電源ＯＮ状態にて点灯します。

⑧ 警報入力モジュラージャック（RJ11）
他の警報装置等と接続する為のモジュラージャ

ックです。

６極２芯モジュラーケーブルにて接続します。

信号入力にて警報回転灯⑤および警報ＬＥＤ④

が点灯します。

③ テストスイッチ

警報回転灯⑥および警報ＬＥＤ④の動作確

認用のプッシュスイッチです。

スイッチＯＮしている間警報状態となり、ス

イッチＯＦＦにて停止します。

定期的に確認して下さい。

④ 警報ＬＥＤ（赤） 
警報信号入力またはテストスイッチＯＮに

おいて点灯します。

警報回転灯⑥と連動しています。

⑨ 警報接続端子（スクリューレス端子）

ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターの入出力端

子と接続します。

⑤ スタートスイッチ（緑） 
ＭＸ－６０００の入力端子が異常監視開始

設定されている場合、本スイッチＯＮにて監

視開始となり、緑表示となります。

①②③④ ⑦ ⑧ ⑨

⑥

■装置前面 ■装置背面

⑤



３．接 続

①ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターの「ＯＵＴ（NO/C）」と警報表示器「ALARM IN」を接続します。

他の監視装置等と接続する場合で、警報出力（接点出力）がモジュラージャックとなっている場合は、

モジュラーケーブルにてモジュラージャックと接続して下さい。

②ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターの「ＩＮ１または２（＋/－）」と警報表示器「START」を接続します。

本接続を行う場合は、ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターの入力端子の入力条件を「監視開始」設定とす

る必要があります。

ＭＸ－６０００ＣＴＩアダプターの電源投入により自動監視開始で運用される場合には、本接続は不要

です。

■スクリューレス端子への接続

【注意】

■電線の接続、解

■使用可能電線以

■電線は「１１ｍ

■電線は1つの挿

■電線の接続、解

■ボタン操作の回

■仕様欄に、電線

を適用して下さい

■他の機器

ＭＸ－６０００

【注意】接続は電源断の状態で行って下さい。
ALARM IN
3

除は電源を切った状態で行って下さい。

外の電線は、入れないで下さい。

ｍ」に剥いて下さい。

入口に対し、1本として下さい。2本以上接続すると不具合の原因となります。

除の際はボタンを押しながら接続、解除を行って下さい。

数は、端子台の電線接続回数に相当します。操作回数は数十回程度とお考え下さい。

の径、断面積を表示しておりますが、mm とAWG とが一致しない場合にはmm の方

。

①先の細い（－）ドライバー等で(Ａ)を押しなが

ら、ケーブルを奥まで押し込んで下さい。

②ドライバーを離し、ケーブルを軽く引っ張り、

完全にロックされている事を確認して下さい。
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４．保守・点検

定期的に前面パネル「ＴＥＳＴスイッチ」により「警報回転灯」および「警報ＬＥＤ」が点灯する事を確認し

て下さい。

■警報回転灯が点灯しない場合

電源表示ＬＥＤが点灯しているか確認して下さい。

・電源表示ＬＥＤオフ： 電源スイッチがＯＮとなっており、ＡＣ１００Ｖケ

ーブルが抜けていない事を確認して下さい。

どちらも正しく設定されている場合は、電源スイッ

チＯＦＦ後、ＡＣ１０００Ｖケーブルを抜いて弊社

まで連絡下さい。

警報ＬＥＤが点灯しない

・電源表示ＬＥＤ点灯： 電源スイッチOFF 後、ＡＣ１０００Ｖケーブルを

抜いて弊社まで連絡下さい。

警報ＬＥＤ点灯 警報回転灯のランプ切れ、ヒューズ断または内部リレーの障害が発生している

可能性があります。

電源スイッチOFF後、ＡＣ１０００Ｖケーブルを抜いて弊社まで連絡下さい。

５．仕 様

■モジュラージャック ： ６極２芯（ＲＪ１１） ＊接点信号入力

■スクリュレス端子 ＊接点信号入力

定格適合電線 単線φ1.2mm(AWG16) 撚線1.25mm2(AWG16)素線径φ0.18以上

使用可能電線範囲 単線:φ0.4mm(AWG26)～φ1.2mm(AWG16)
撚線:0.3mm2(AWG22)～1.25mm2 (AWG16)素線径φ0.18以上

警報入力

標準剥き線長 11㎜

警報表示 回転灯（アロー電子製ＡＰ１００Ｙ） およびＬＥＤ表示

電 源 ＡＣ１００Ｖ±１０％

消費電力 ２０Ｗｍａｘ

動作環境 温度 ０～４０℃ 湿度 １０～８０％（非結露）

重 量 約１.4ｋｇ

外形寸法 12０（ｗ）×211（ｈ）×124（ｄ） ＊ゴム足含む ＊回転等の高さ：166mm
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